
 
− 5 − 

<総説>	
 

	
 

学際研究としての流域圏と地理情報システム・GIS	
 
－環境容量と流域圏からみた低炭素・低リスク社会－	
 

 

大西	
 文秀*	
 

 

はじめに	
 

私たちの都市生活は多くの課題を抱えている。CO2 排出量の削減、ヒートアイランドの緩和、食糧自給率の向上、

バーチャルウオーターなど水資源問題への対応、国産材活用と森林資源の育成、そしてエネルギー問題などである。	
 

地球環境問題が提示されたのは1970 年前後であり、ローマクラブのレポート『成長の限界』やバックミンスター・

フラーの『宇宙船地球号』などが発表され、地球の環境や資源の有限論など環境容量の概念が説かれた。同じ頃、我

国では、エコロジカルな空間単位としての河川流域により、国土や地域を編成する「流域圏構想」が第3次全国総合

開発計画（3全総）により発表された。	
 

これらの影響を受けた筆者も流域（集水域）の環境容量に興味を持ったが、当時はデータやロジックも限定された

ため、十分な検討は困難であった。しかし現代では、科学の進歩や環境情報の蓄積、また解析ツールとしての地理情

報システム（GIS）の普及も進み、扱える領域は拡大しつつある。先般筆者は、日本のヒトと自然の関係を環境容量

として捉え紹介した『環境容量からみた日本の未来可能性』や『GISで学ぶ日本のヒト・自然系』の出版などにより、

第12回環境情報科学センター賞を受賞した。本稿では拙著の一部をご紹介し、流域圏研究の推進に役立てたい。	
 

	
 

１．日本の CO2固定容量の現実と低炭素・低リスク社会	
 

我国では、CO2排出量の25％削減を、今後10年ほどの間に達成しようとしている。この目標は、京都議定書での6％

に対し4倍にあたる削減値であり、我国の排出量の増加傾向からは意欲的な目標であることを疑う余地はない。	
 

一方、ヒトと自然の関係という基本に戻り、「ヒトが排出するCO2量と自然（森林）が持つCO2固定量のバランスは

どのような状況なのか？」と考えると、異なった見方ができる。図１～3 に示す 5 つの環境容量の指標（CO2固定、

クーリング、生活、水資源、木材資源容量）は、この様な疑問から考えたもので、CO2固定容量はそのひとつである。	
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図1	
 環境容量の概念と５指標の構成	
 図 2	
 環境容量の５指標の試算方法	
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筆者は、ヒトと自然の関係を、流域というエコシステムとしての自然空間単位を解析単位とし、環境情報と科学知

識の統合により、ヒトの活動の集積と自然が持つ包容力のバランスを測る「環境容量」として捉え、見えるかたちで

の情報発信を進めてきた。このようなGISによる可視化した情報発信により、ヒトの環境認識や、ライフスタイルを

進化させ、その結果、持続可能な環境の創造、都市や流域圏、国土の再生を実現できるのではないかと考えている。

地理情報システム・GISはまさに地球の未来をひらくツールなのかも知れない。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図 10	
 ヒト・自然系の推移	
 

図 11	
 ヒト・自然系と環境容量が対応する領域	
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６．低炭素・低リスク社会への新しい政策シナリオ	
 

低炭素・低リスク社会の推進や地球環境問題への対応を実践するには、環境技術や環境デザイン、またライフスタ

イルを環境にやさしいものに変換していくことが求められ、これらを統合させ、市民や国民をリードする新しい政策

シナリオが必要になる。低炭素化との関連では、排出量の削減に加えてCO2の固定源である森林育成も一体に考えな

ければならない。CO2 排出削減が達成されても、固定源の森林が減少しては解決にはつながらず、環境容量の概念を

活用した言わば、「ヒトと自然の2変数を持つ政策シナリオ」が必要になるだろう。	
 

また川の恵みにより発展した我国や世界の多くの都市にとっては、流域圏の再生が基軸となる重要な課題であり、

多様性に富んだ持続可能な土地利用の回復が不可欠である。多様性のある土地利用の実現には、多様性のある産業形

態が必要であり、多様性のある産業形態の実現には、多様性のある就労形態が必要になる。この実現には、ヒトと自

然の総体としての地域文化の重要性を再認識し、自然や文化の多様性を大切にし、再考することが重要であり、地域

の自立や内需の再構築にもつながっていく。流域は地球と地域の環境をつなぐ架け橋であり、地球や地域の未来は、

私たちが流域と如何に親しくつきあえるのかにかかっているのではないだろうか。	
 

（原稿受理	
 2013年 8月 1日）	
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